
別紙様式（Ⅶ）-１ 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 ナイトミン 眠る力 快眠サポートサプリ a 

機能性関与成分名 クロセチン 

表示しようとする

機能性 

本品には、クロセチンが含まれます。クロセチンは、良

質な眠りをサポートする（中途覚醒回数を減らし、眠り

をより深くし、起床時の眠気や疲労感を和らげる）こと

が報告されています。加齢などによる睡眠の質の低下が

気になる方に適しています。 

 

２．作用機序 

 クロセチンやクロセチン配糖体（クロシン）のマウスへの投与によりノンレム睡眠

が増加し、覚醒時間が減少することが報告されている 1)。野生型のマウスにクロシンを

経口投与すると自発的運動量が減少（睡眠量が増加）するのに対し、ヒスタミン H1受

容体を欠損した遺伝子改変マウスに経口投与した場合は、マウスの運動量抑制効果が一

部消失した。一方、ドーパミン D2受容体やアデノシン A1受容体欠損マウスでは、運動

量抑制効果の消失は認められなかった 2)。なお、クロシンは経口にて摂取した場合、腸

管吸収において糖が外れ、体内（血中）ではクロセチンの状態で存在することがマウス

やヒトを対象とした試験において確認されており 3, 4)、クロシンを経口投与した場合に

認められる作用はクロセチンによるものと考えて差し支えないといえる。これらの結果

から、クロセチンがヒスタミンによる覚醒系（ヒスタミン神経系）の調節に関与するこ

とで、中途覚醒回数が減少し深い眠りを促進したと考えられる。また、これらの作用に

より睡眠の持続性が高まった結果、起床時の眠気や疲労感が和らいだと考えられる。 
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